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キュウリの出荷が始まる 
新品種導入による品質・収量の向上を目指して 

 

JA北九キュウリ部会では令和６年５月 24日に現地互評会、６月 10日

に出荷目合わせ会を行いました。 

現地互評会では、部会員５名のほ場を巡回し、キュウリの生育状況や

病害虫の発生状況を確認しました。各ほ場の現状を踏まえ、普及指導セ

ンターからは病害虫対策や不良果対策、梅雨に向けたほ場の排水対策

など、今後の栽培管理について注意喚起を行いました。また、今年度は

品種試験を行っているため、慣行品種との生育状況の違いを確認しまし

た。 

出荷目合わせ会では、収穫した果実の状態を部会員どうしで確認しま

した。今作では生育初期の高温・乾燥の影響で尻細り果が見られました

が、試験品種の方が尻細り果の発生が少なく、生産者も品種の更新に前

向きな印象でした。 

普及指導センターでは、今後もキュウリの品質向上・収量安定のため

に、関係機関と連携して栽培に関する支援を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地互評会の様子          出荷目合わせ会の様子 

問い合わせ先 Tel：093-601-8855 

             Fax：093-601-8869 
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